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平成™�年˜月˜�日 金曜日 (号外第 号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
産
業
競
争
力
強
化
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生

及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

産
活
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
会
社
又
は
旧
産
活
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認

定
に
係
る
同
項
の
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
に
従
っ
て
事
業
を
承
継
し
て
い
る
会
社
に
関
す
る
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
銀
行
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
二
第
六
項
第
五
号
、
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三
第

六
項
第
五
号
、
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
七
十
条
第
四
項
第
五
号
及
び
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
十
条
第
四
項
第
五
号
並
び
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
険
業
法
施
行
規
則
第
五
十
六
条
第
五

項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
府
令
の
施
行
後
に
産
業
競
争
力
強
化
法
附
則
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条

第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
会
社

又
は
同
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
産
活

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
に
係
る
同
項
の
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
に
従
っ
て
事
業
を
承

継
し
て
い
る
会
社
に
関
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銀
行
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
二
第
六
項
第
五
号
、

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三
第
六
項
第
五
号
、
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
七
十
条
第
四
項
第
五
号
及
び

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
条
第
四
項
第
五
号
並
び
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
保
険
業
法
施
行
規
則
第
五
十
六
条
第
五
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内
閣
府
令
第
五
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法

律
第
五
十
九
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
及
び
第
十
六
条
の
三
第
七
項
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
銀
行
法
施
行

規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
内
閣
府
令
の
規
定
中
「
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十

四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二

十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
一
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

一

銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
十
七
条
の
二
第
六
項
第
五
号

二

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）
第
四
条
の
三
第
六
項
第
五
号

三

信
用
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
七
十
条
第
四
項
第
五
号

四

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
十
条
第
四
項
第
五

号
（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
第
五
項
第
五
号
中
「
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
（
事
業
再
構
築
計
画
の
認
定
）、
第
七
条
第
一
項
（
経
営
資
源
再
活
用
計

画
の
認
定
）、
第
九
条
第
一
項
（
経
営
資
源
融
合
計
画
の
認
定
）、
第
十
一
条
第
一
項
（
資
源
生
産
性
革
新
計
画
の
認

定
）、
第
十
四
条
第
一
項
（
事
業
革
新
設
備
導
入
計
画
の
認
定
）
若
し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
（
資
源
制
約
対
応
製

品
生
産
設
備
導
入
計
画
の
認
定
）」を
「
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
四
条
第

一
項
（
事
業
再
編
計
画
の
認
定
）
若
し
く
は
第
二
十
六
条
第
一
項
（
特
定
事
業
再
編
計
画
の
認
定
）」に
、「
第
三
十
九

条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
一
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
及
び
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政

令
第
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

田
村

憲
久

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

谷
垣

禎
一

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

太
田

昭
宏

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
四
条
）

第
二
章

新
事
業
活
動
に
関
す
る
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
等
及
び
規
制
改
革
の
推
進
（
第
五
条
e

第
十
一
条
）

第
三
章

事
業
再
編
の
円
滑
化

第
一
節

事
業
再
編
計
画
（
第
十
二
条
e

第
十
六
条
）

第
二
節

特
定
事
業
再
編
計
画
（
第
十
七
条
e

第
二
十
一
条
）

第
三
節

特
例
措
置
（
第
二
十
二
条
e

第
四
十
条
）

第
四
章

創
業
等
の
支
援
及
び
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
の
円
滑
化

第
一
節

創
業
支
援
事
業
計
画
（
第
四
十
一
条
e

第
四
十
五
条
）

第
二
節

中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
（
第
四
十
六
条
e

第
五
十
二
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
五
十
三
条
e

第
五
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）及
び
産
業
競
争
力

強
化
法
施
行
令
（
第
四
十
条
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
主
務
省
令
で
定
め
る
新
た
な
事
業
活
動
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
新
た
な
事
業
活
動
は
、
新
商
品
の
開
発
又
は
生
産
、
新
た
な
役
務

の
開
発
又
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販
売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の
導
入
そ
の
他

の
新
た
な
事
業
活
動
の
う
ち
、
当
該
新
た
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
生
産
性
（
資
源
生
産
性
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

又
は
鉱
物
資
源
の
使
用
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
使
用
を
除
く
。）が
新
た
な
事
業
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の

経
済
活
動
に
貢
献
す
る
程
度
を
い
う
。）を
含
む
。）の
向
上
又
は
新
た
な
需
要
の
開
拓
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
い
う
。
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